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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 社団法人 日本 電機 
工業 会 （JEMA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 改正す べきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 調 
査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 

これによ つて， JiSC 9335-2-5: 2000 は 改正され， この 規格に 置き換えられる。 

改正に 当たって は， 日本工業規格と 国際規格との 対比， 国際規格に 一致した 日本工業規格の 作成 及び 日 
本 工業規格 を 基礎に した 国際規格 原案の 提案 を 容易に する ために， IEC 60335-2-5 ： 2002， Household and 
similar electrical appliances — Safety — Part 2-5 : Particular requirements for dishwashers Input Title here を 基礎 こ 

して 用いた。 

この 規格の 一部が， 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 
実用新案 登録 出願に 抵触す る 可能性が ある こ と に 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日 本 工業 標準 調査 会 
は， このような 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 実用 新 
案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責任 はもたない。 
J1S C 9335-2-5 に は， 次に 示す 附属 書が ある。 
附属 書 AA (規定） 洗剤 及び リンス 剤 
附属 書 BB (規定） エラス トマ 製 部品の 劣化 試験 
附属 書 1 (参考） J1S と 対応す る 国際規格 と の 対比 表 
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家庭 用 及び こ れ に 類す る 電気機器の 安全性 一 
第 2-5 部 ： 電気 食器 洗 機の 個別 要求 事項 

Household and similar electrical appliances— Safety- 
Part 2-5 : Particular requirements for dishwashers 

序文 こ の 規格 は， 2002 年に 第 5 版と して 発行 さ れた 1EC 60335-2-5 ： 2002, Household and similar electrical 
appliances 一 Safety ― Part 2-5 : Particular requirements for dishwashers を 翻訳 し ， 技術 的 内 容 を 変更 し て 作成 し 
た 日本工業規格 であり， JIS C 9335-1 ： 2003 (家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 第 1 部： 一般 要 

求 事項） と 併読す る 規格で ある。 

なお， この 規格で 点線の 下線 を 施して ある "箇所" は， 対応 国際規格 を 変更して いる 事項で ある。 変更 
の 一覧表 を その 説明 を 付けて， 附属 書 1 (参考） に 示す。 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 家庭 用 及び 同等の 目的の 食器 類， 食卓 用金 物 並びに その他の 台所用品の 洗浄 
及びす すぎ を 行う 電気 食器 洗 機であって， 定格 電圧が 単相 機器の 場合に は 250 V 以下， その他の 機器の 場 
合に は 480 V 以下の ものの 安全性に ついて 規定す る。 

こ の 規格で は， 住宅の 中 及び 周囲で， 機器に 起因して 人が 遭遇す る 共通 的な 危険性 を 可能な 限 り 取 り 扱 
つてい る。 しかしながら 次の 状態に ついては 規定して いない。 
一 監視な しに 幼児 又は 非 健 常 者が 機器 を 用いる 場合。 
一 幼児が 機器で 遊ぶ 場合 

備考 101. この 規格の 適用に 際して は， 次の ことに 注意し なければ ならない。 

一 車両， 船舶 又は 航空機 搭載 用 機器に は， 要求 事項の 追加が 必要になる 場合 も ある。 
一 多くの 国に おいて は， 厚生 関係 機関， 労働 安全 所管 機関， 水道 当局 その他の 当局に よって， 
追加 要求 事項 を 規定して いる。 
備考 102. この 規格 は， 次の ものに は 適用し ない。 
一 業務 用の 食器 洗い 機器 （JISC 9335-2-58)。 
- 工業 目的 専用の 機器。 

一 腐食 性 又は 爆発性の 雰囲気 （じんあい， 蒸気 又は ガス） が 存在す るよう な 特殊な 状況に ある 
場所で 使用す る 機器。 

備考 この 規格の 対応 国際規格 を， 次に 示す。 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号 は， ISO/IEC Guide 21 に 基づき， 1DT (—致して いる）， MOD 
(修正して いる）， NEQ (同等で ない） とする。 
IEC 60335-2-5 ： 2002, Household and similar electrical appliances — Safety — Part 2-5 : Particular 
requirements for dishwashers (MOD) 
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2. 引用 規格 引用 規格 は， JISC 9335-1 による ほ 力、， 次に よる。 

ISO 1817 ： 1985 Rubber, vulcanized ― Determination of the e fleet of liquids 
ISO 4046 Paper, board, pulp and related terms — Vocabulary 

3. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， JISC9335-1 の 3. による。 ただし， 3 丄 9 は， この 規格に 

よる。 

3.1.9 通常 動作 次の 状態に よる 機器の 動作。 

機器 は， 洗剤 又はす すぎ 剤 を 入れず， 力、 つ， 食器 類 を 入れず， それが 設計され ている 最大の 水量 を 用い 
て 運転す る。 ただし， 試験 結果が 負荷 によって 影響 を 受ける こと が 明 白で あれ ば， 機器 は， 取扱説明書に 
記載され た 最大 数の 標準 組 食器 を 入れる。 

備考 101. 使用す る 食器 類と セット 位置 は， 取扱説明書に 規定す る。 
取扱説明書 中で 記載され た 範囲 内の 任意の 圧力で 給水す る。 給水 口の 水温 は 
一 温水 専用の 給水 口に 対して は， 60±5 °C， 又は 取扱説明書 中に 指定され た 温度の 方が 高ければ その 温 
度 

一 冷水 専用の 給水 口に 対して は， 15±5°C とする。 
機器が， 温水 及び 冷水 用の 給水 口 を もつならば， 最も 不利な 水温 を 用いる。 

4. 一般 要求 事項 一般 要求 事項 は， JISC9335-1 の 4, による。 

5. 試験の ための 一般 条件 試験の ための 一般 条件 は， JISC9335-1 の 5. による。 ただし， 5.3 は， この 規 
格に よる。 

5.3 JLS C 9335-1 の 5.3 による ほ 力、， 次に よる。 
15.101 の 試験 は， 15.3 の 試験の 前に 行う。 

6. 分類 分類 は， JISC9335-1 の 6. による。 ただし， 6.1 及び 6.2 は， この 規格に よる。 

6.1 機器 は， 感電に 対する 保護に 関し， H ろぶ!， クラス I， クラス II， 又は クラス III でなければ なら 
ない。 

適否 は， 目 視検查 及び 関連す る 試験に よって 判定す る。 
6.2 J1SC9335- 1 の 6.2 による ほ 力、， 次に よる。 

水切り 板 上に 置く よ う に 設計され た 機器 は， 少な く と も IPX1 以上で なければ ならない。 

7. 表示 及び 取扱 説明 表示 及び 取扱 説明 は， J1SC 9335-1 の 7. による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 7.1， 7.6: 
7.10, 7.12， 7.12.1 及び 7.14 は， この 規格に よる。 

7.1 丄 ISC9335- 1 の 7,1 による ほ 力、， 次に よる。 

自動 水位 制御装置がない 機器 は， 最大 許容 水位 を 表示し なければ ならない。 
7.6 JISC 9335-1 の 7.6 による ほ 力、， 次に よる。 

S 危険 電圧 [記号 IEC 6 4 1フ-1 の 記号 5 。 36 ] 

7.10 JLS C 9335-1 の 7.10 による ほか， 次に よる。 

off 位置が 文字 だけで 示される 場合 は， "off" 资 二の 語 を 使わなければ ならない。 

7.12 JIS C 9335-1 の 7.12 による ほか， 次に よる。 
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取扱説明書に は， 次の 内容 を 記載し なければ ならない。 
一 洗う ことができる 標準 組 食器の 最大 数。 

― つまずく 危険が あるので， 扉 は 開けた 位置の ままに しない。 

一 どのよう にして 食器 洗 機に 負荷 を 加える 力、， 及び 次の 内容。 
警告 ナイフ， その他の とがった 先 を もつ 器具 は， その 先 を 下に 向け かごに 入れて 設置す るか 水平 位置に 
置かなければ ならない。 

1EC 60417-1 の 記号 5036 を 用いて いる 場合， その 意味 を 説明し なければ ならない。 
7.12.1 JIS C 9335-1 の 7.12.1 による ほか， 次に よ る。 

据付 説明書に は， 次の 内容 を 記載 しなければ な ら ない。 

― 機器 は 新しい ホース を 使って， 水道管に 接続し なければ ならない。 また， 古い ホース は 再 使用して 
はならない。 

備考 101 この 据付 説明 は， ホース 力 《機器に 永久 的に 取り付けられる 場合 は 要求され ない。 
― 水道管へ 接続す る 機器に 対して は， 最大 許容 給水 圧 （メガ パスカル)。 

- 最小 許容 給水 圧 （メガ パスカル） ただし， これが 機器の 適正な 動作に 必要で あるときに 限る。 

― 底 部に 通気 口の ある 機器に 対して は， カー ぺッ ト がその 通気 口 をふさいで はならない。 
7.14 JISC 9335-1 の 7.14 による ほ 力 \ 次に よる。 

IEC 60417-1 の 記号 5036 の 記号の 大きさ は， その 高さが 5 mm 以上なければ な ら ない。 

適否 は， 測定に よって 判定す る。 
7.101 水道^に 直接 接続す るた めの， 外付け ホースに 組み込まれた 電磁 弁 及び 類似の 部品の 外郭 は， それ 
ら の 動作 電圧が 特別 低 電圧 を 超える 場合， IEC 60417 の 記号 5036 を 表示 し な ければ な ら ない。 

備考 この 記号 は 危険 表示で， IEC 3864 の 規則 を 適用す る。 

適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 

8. 充電 部への 接近に 対する 保護 充電 部への 接近に 対する 保護 は， JISC9335-1 の 8. による。 

9. モータ 駆動機 器の 始動 JISC 9335-1 の 9. は， この 規格で は 適用し ない。 

10. 入力 及び 電流 入力 及び 電流 は， J1SC9335- 1 の 10. による。 ただし， 10.1 及び 10.2 は， この 規格に よ 

る。 

10.1 JISC 9335-1 の 10.1 による ほ 力、， 次に よる。 

備考 101 選定す る 代表的な 工程 は， その 間の 入力が 最も 高い 工程で ある。 

10.2 JISC 9335-1 の 10.2 による ほ 力、， 次に よる。 

備考 11)1 選定す る 代表的な 工程 は， その 間の 電流が 最も 高い 工程で ある。 

11. 温度 上昇 温度 上昇 は， JISC 9335-1 の 11. による。 ただし， 11.7 は， この 規格に よる。 
11.7 JIS C 9335- 1 の 11.7 を 次の 内容に 置き換える。 

プログラム 又は タイ マー を 組み込んで いる 機器 は， 最高の 温度 上昇 となる プログラムで 2 サイ ク ル 運転 
する。 サイクル 間 は， ドア 又は ふた を 開放した 状態で， 休止 期間 15 分で 分離す る。 

その他の 機器 は， 最高の 温度 上昇と なる 運転に 対して， 取扱説明書に 述べられる 順序で， 2 サイクル 又 
は それぞれ 15 分の 2 方法のう ち， いずれ か 長い 動作 時間になる ほうで 運転す る。 各 運転の 区切り は， ドア 
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又は ふた を 開放した 状態で， 休止 期間 15 分に より 分離す る。 それから， 分離した モータに よって 駆動され 
る 排水 ポンプ は 3 回の 動作 期間に かける。 各 期間 は 15 分の 休止 期間で 分ける。 各 動作 期間 は， その 機器が 
設計され ている 最大 水量で 満たされた とき， その 機器 を 空に する のに 必要な 時間の 1.5 倍と する。 排水 レ 
ベル は 次に よる。 

― 床に 置いて 使用す る 機器に 対して は， 床上 90 cm 

― その他の 機器に 対して は， 取扱説明書に 述べる ように， 支持 面 上， 最大 高さで ある。 

12. (規定な し） 

13. 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 は， JISC9335-1 の 13. によ 

る。 ただし， 13.2 は， この 規格に よる。 

13.2 JIS C 9335-1 の 13.2 による ほ 力、， 次に よる。 

据置形 クラス I 楛器 に対して 規定され る 漏え い 電流 値の 代わりに， 次 を 適用す る。 

据置形 クラス 〖機器 は， 漏え い 電流が 3.5 mA 又は 定格 入力 1 kW 当た り 1 mA のい ずれ か 大きい 方 を 超 
えて はならない。 ただし， 最大値 は 5mA とする。 

14. 過渡 過 電圧 過渡 過 電圧 は， JISC 9335-1 の 14. による。 

國 耐湿性 耐湿性 は， JISC 9335-1 の 15. による ほか， 次に よる。 ただし， 15.1 及び 15.2 は， この 規格に 

よる。 

■ JIS C 9335-1 の 15,1 による ほ 力、， 次に よる。 

水道管に 接続す る ための 外付け ホース に 組み込まれた 電磁 弁 及び 類似の 構成 部品 は， IPX7 機器に 対 し て 
規定され ている 試験 を 行う。 

15.2 JISC 9335-1 の 15.2 を， 次の 内容に 置き換える。 

機器 は， 通常の 使用 状態 に お け る 液体の こ ぼれ が， た とえ 給水 弁 を 閉じ る こ とがで きな く て も， 機器の 
電気 絶縁に 悪い 影響 を 与えない ような 構造で なければ ならない。 

適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

X 形取り 付けの 機器 は， 特別に 製作した コード を 用いる もの を 除き， 表 13 に 規定す る 最小 断面 積の 可と 
う コードの うち， 最も グレードの 低い もの を 取り付ける。 

使用者が 水 を 満たす 機器 は， NaCl 含有率が 約 1 % の 水で 満たす。 さらに， その 機器の 容量の 15 % か 又 
は 0.25 しのい ずれ か 多い 方の 量の 食塩水 を， 1 分 間に わたり 常時 一定量 注ぐ。 

その他の 機器 は 最高 水位に 達する まで 運転し， 附属 書 AA に 規定す る 洗剤 5 g を， その 機器 中の 水 1L 

ごとに x^MS せ ISS^ffl 晝^ ffi きき. かな 曇 追加す る。 給水 弁 は 開けた ままと し， 初めて あふれの 形跡が 
あった 後 15 分 間， 又は その他の 装置に よって 流入が 自動的に 停止す るまで， 給水す る。 

前面から 負荷 を 出し入れ する 機器に ついては， ドア を 開けて 試験す る。 ただし， 手動で ドアの インタ 口 
ック システム を 損傷し ないで 試験で きる 場合に 限る。 

作業 面 を もつ 機器の 場合， 各種 スィッチ を on の 位置に 合わせた 状態で， 約 1 % の NaCl と 附属 書 AA に 
指定され ている 0.6% のリ ンス液 を 含んだ 0.5 L の 水 を 機器の 最上 部へ かける。 それから 操作ので きる すべ 
ての スィッチ 操作 を 行い， 更に 5 分 間 後に この 操作 を 繰り返す。 

この 処理の 後， 機器 は， 16.3 に 規定す る耐 電圧 試験に 耐え， かつ、 目視 検査の 結果で 沿 面 距離 及び 空間 
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距離が 29. の 規定値 以下への 減少に つながる おそれの ある 絶縁 上に， 水の こん 跡が あって はならない。 
15.101 機器 は， 発泡が 電気 絶縁に 影響 を 与えない 構造で なければ ならない。 
適否 は， 15.2 の 後 直ちに 実施す る， 次の 試験に よって 判定す る。 

機器 を， 11. に 規定す る 状態の 下で， 最長の 動作 時間になる プログラム によって 完全な 1 サイクルの 間 動 
作す る。 NaC120g, 及び ド デシ ル 硫酸 ナトリウム (C 12 H 25 Na 2 S0 4 ) の 質量 比 28 % の 溶液の 1 ml を， 機器 中 
の 水 8L ごとに 追加す る。 

自 動 洗剤 投入 器 を 内蔵す る 機器に ついては， その 溶液が 通常 自動的に 投入され るであろう サイクル 中 の 
時点に おいて， 手動で 加える。 その他の 機器に 対して は， 溶液 を その サイクル を 開始す る 前に 追加す る。 
その後， 機器 は， 16.3 の耐 電圧 試験に 耐えなければ ならない。 

機器 は， 同一 状態の 下で 2 サイクル 運転す る。 ただし， 溶液 は 追加し ない。 その後 機器 は， 16.3 の耐電 
圧 試験に 耐えなければ ならない。 

機器 は， 15.3 の 試験 を 行う 前に， 通常の 雰囲気の 試験 室に 24 時間 保持す る。 

備考 この 試験の ために 使用され る 溶液 は， 冷却 中に 貯蔵し なければ ならない。 また， その 作成から 7 
日 以内に 使用す る。 

16. 漏え い 電流 及び 耐 電圧 漏え い 電流 及び 耐 電圧 は， J1SC 9335-1 の 16. による。 

17. 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 は， JISC 9335-1 の に. 

による。 



18. 耐久性 JISC9335-1 の 18. は， この 規格で は 適用し ない。 

國 異常 運転 異常 運転 は， J1SC9335-1 の 19. による ほか 次に よる。 ただし， 19.1, 19.2， 19.9 及び ■ 

は， この 規格に よる。 

19.1 プログラム 又は タイマ一 を 組み込んで いる 機器に 対して は， 19.2 及び 19.3 の 試験 は， 19.101 の 試験 

によって 置き換えられる。 

19.2 放熱の 制限 は， 水 を 機器に 入れない 状態， 又は 電熱 素子が 十分に 浸る 水 を 入れた 状態の いずれ か不 

利な 方で 行う。 

19.9 J IS C 9335-1 の 19.9 は， こ の 規格で は 適用 しない 

19.13 19.101 の 試験 中， 巻 線の 温度 は， 表 8 に 示した 値 を 超えて はならない。 

19.101 機器 は， 通常 動作の 下で 定格 電圧に よって 運転す る。 通常の 使用 状態で 予想され る あらゆる 故障 
状態 又は 不意の 動作 を 考慮す る。 

備考 1. 故障 状態 及び 不意の 動作の 例 は， 次のと おりで ある。 
一 あらゆる 位置での プログラム 停止 

― プロ グラムの 途中での， 電源の 1 相 以上の 遮断 及び 再 接続 
一 部品の 開放 又は 短絡 
一 電磁 弁の 故障 

一 プログラムの 途中での， ドア 又は ふたの 開放 及び 再 閉鎖。 ただし， 可能な 場合に 限る。 
2. 電熱 素子 を通電 する ために 用いる スィ ツチの 主 接点が "on" 位置に 固定され る 状態 は 故障 状 
態で あると みなす。 ただし， その 機器が 2 組 以上の 独立した 接点 を もつ 場合 を 除く。 この こ 
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と は， 相互に 独立して 動作す る 2 個の スィッチ を 設ける 力、， 独立した 2 組の 主 接点 を 動作 さ 
せる 2 個の 独立 アマチュア を もつ 1 個の スィ ツチ を 設ける ことによって 達成しても よい。 
一般に， 試験 は 最も 不利な 結果 を 与え 得る と 予想され る 故障 状態で 行う。 部品が 故障す る 
シミュレーション は， その 故障が 用 者 を 危険に さらす おそ れが ある 部 品 に だ け 適用す る。 
機器に 水 を 入れないで 運転す る こと 力;， 何ら かの プログラム を 開始す るた めに， より 厳しい 
条件で ある 場合 は， その プログラム による 試験 は， 止 水栓 を 閉じた 状態で 行う。 プログラム 
が 開始した 後 は， 止 水栓 を 開き， 試験 を 進める。 

機器が その プログラムの 特別な 点で 停止した 場合 は， その 故障 状態での 試験 は， 終了した と 
みなす。 

次の 故障 状態 は， 次の 項目に よる。 
一 自動 給水 装置の 開放 は， 15.2 
- 温度 制御装置の 短絡 は， 19.4 
― モータ キャパ シ 夕の 短絡 又は 開放 は， 19.7 

20. 安定性 及び 機械的 危険 安定性 及び 機械的 危険 は， JIS C 9335-1 の 20. に よ る ほか， 次に よる。 ただし， 
20.1 は， この 規格に よる。 

20.1 機器 を 空に する か 又は 通常 動作で 規定した とお り に 満たす かの， いずれ か 不利と なる 状態に する。 
ドア 及び ふた は 閉じて， キャス タ はすべ て 最も 不利な 姿勢になる よう に 向き を 変える。 

前面から 詰め込まれる 機器に 対して は， 20.101 の 試験に よって 適否の 判定 をす る。 
20.101 機器 は 水平面に 置き， 23kg のお もり を， 開けた ドア 又は 任意の 完全に 開けられた 引き出し のうち， 
より 不利な 方の 中心 上に のせる か 又は 中心よ りつり 下げる。 すべての キャス 夕 は， 最も 不利な 姿勢に 向き 
を 変える。 

通常 テーブル 又は 類似の 支持 台 上で 使用され， 水平の 丁番 及び 水平の 静止 位置 を もつ ドア を 組み込んで 
いる 機器に 対して は， 23 kg ではなく 7kg のお もり を 使用す る。 

通常 テーブル 又は 類似の 支持 台 上で 使用され 引出しが ある 機器 は， 更に その 引出し を 最も 不利な 状態に 
し， 取扱説明書に 従って 最大 数の 組 食器 を 負荷す る。 

食器 洗 機 を 棚に 組み合わせる 場合， 試験 は， 機器に. 室 きれさ ことおり に 荷重 を 掛けて 行い， 負荷 
を かける 機器の ボイ ント は， 開いた ドア 又は 引き出し 外縁の 中心とする。 

機器 は 傾斜して はならない。 
20.102 ドア 及び ふた は， 機器が ドア 又は ふたが 閉じて いると きに 限り 動かす ことができる ように， イン 
タロックし なければ ならない。 ただし， ドア 又は ふた を 開けた とき， 湯の 噴出に 対して 十分な 保護が ある 
とき は 除く。 

適否 は， 目 視 検査 及 び 手に よる 試験に よって 判定す る。 

備考 ドア 又は ふたが 開け ら れた 直後に 起きる， 少 し ばか りの はね は 無視す る。 

21. 機械的 強度 機械的 強度 は， JISC 9335-1 の 21. による。 

22. 構造 構造 は， JISC 9335-1 の 22, による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 22,6 は， この 規格に よる。 、 
22.6 色付きの 水の 代わりに， 蒸留水 1L 当たり， 附属 書 AA に 規定す る リンス 剤 0.6 ml でで きた 溶液 を 

使用す る。 
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備考 101. 附属 書 BB に 規定した 劣化 試験に 耐える 部品 は， 水 漏れが 起こる おそれが ある 部品と はみ 
なさない。 

附属 書 AA に 規定され ている 酸性 リ ンス 剤の しずく は， シールが 不良 だと 漏れる 可能性の ある 部分の 外 
部 表面に 適用され る。 

この 試験の 後に 絶緣 体の 劣化が 危険な 結果に なり 得る 場合， 内部 配線の 絶縁体に リ ンス 剤が あって はな 
ら ない。 

備考 102. ドアの 開 及び 閉の 影響 を 考慮に 入れる。 

備考 103. 多孔性 材料が 内部 配線と 接触す る 場合， この 材料への リンス 剤の 漏れ を 考慮に 入れる。 
22.101 機器 は， 通常の 使用 状態で 予想され る 水圧に 耐えなければ ならない。 

適否 は， 最大 許容 給水 圧の 2 倍 又は 1.2 MPa (12 bar) のうち， いずれ か 高い 方の 静 圧力の 給水 源に， 機 
器 を 5 分 間接 続す る ことによって 判定す る。 

給水 ホース を 含めて， いかなる 部分から も 水 漏れが あって はならない。 
22.102 機器 は， 電熱 素子が それら を 支持す る 部品の 変形の 結果， 機器の 内部の 可燃 材料と 接触で きない 
ような 構造で なければ ならない。 

適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 
22.103 機器 は， 乾燥 時間 中に 電熱 素子に 接触す る 皿 及び 刃物 類に よって， 火の 危険が 起こらな いような 
構造で なければ ならない。 

適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

機器 は， ティッシュ ぺーパ で 覆われた 一枚の 白 松 板 上に 置く。 直径 80 mm 及び 厚さ 2 mm のポ リエ チレ 
ン 円盤 を， 最も 不利な 場所に 置く。 可能であれば 直接 電熱 素子 上に 置く。 機器 は， 通常 動作の 乾燥 時間の 
間 運転す る。 電源 電圧 は 定格 電圧の 1.1 倍と する。 

乾燥 時間の 3 分の 1 が 経過した 後， 又は 煙 か 臭気が 発生す る と きのい ずれ か 先に 起こった 方で ドア 又は 
ふた を あける。 

試験 中に 炎， 燃焼す る 滴 又は 赤熱して いる 粒子に よって， 火が 機器の 他の 部分に 広がって はならない。 
いかなる 炎 も 円盤からの 炎 は 除いて， ドア 又は ふた を 開けてから 30 秒 以内に 消えなければ ならない。 ティ 
ッ シ ュ ぺーパ は 燃焼 して はなら ず， 又は 板が 焦 げた 状態 になって はならない。 

備考 1. ティ ッシュ ぺーパ は， 壊れ やすい 物品 を 包む こと を 一般的に 目的と する 薄く 軟らかくて 強い 
軽量の 包装紙と して， ISO 4046 の 6.86 に 規定され る。 その 材質 は 12 g/m 2 〜30 g/m 2 の 間に あ 
る。 

2. 試験に 使用す る 円 板の 材料 は， 難 燃材の 入って いない 非 充てん 天然色 ポリエチレン であり， 
相対 密度 （比重） 0.96 土 0.005 を もつ。 

23. 内部 配線 内部 配線 は， JISC 9335-1 の 23. による ほか， 次に よる。 ただし， 23.3 は， この 規格に よる。 
23.3 J1S C 9335-1 の 23.3 による ほか， 次に よる。 

機器の 運転 中に 試験 を 実施す るので はなく， 内部 配線の テスト は， 電源を切った 状態で 実施す る。 
屈曲 回数 は， 100 000 に 上げる。 

この 試験の 後， 機器の 主要部 分と ドアとの 内部 配線 を 構成す る 任意の 導体の 撚り線 破損 は， 10% 以下で 
なければ ならない。 

23.101 水道管に 接続す るた めの 外付け ホースの 中に 組み込まれた 電磁 弁， 及び 類似の 部品の 電源 用の 内 
部 配線 は， 絶縁体 及び シースが 軟質 ポリ 塩化 ビニル シース 可とう コード （JIS C 3662-5 に 規定す る 記号 
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60227 IEC 52) と 同等 以上で な ければ な ら ない。 
適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 

備考 J1SC3662 シリーズに 規定され ている 機械的 特性 は 検査し ない。 

24. 部品 部品 は， US C 9335-1 の 24. による ほか， 次に よる。 ただし， 24.1.4 は， この 規格に よる。 
24.1.4 JIS C 9335-1 の 24.1.4 による ほ 力、， 次に よる。 

プログラマの 開閉 回数 は， 3 000 とする。 

25. 電源 接続 及び 外部 可とう コード 電源 接続 及び 外部 可とう コード は， JISC 9335-1 の 25. による。 

26. 外部 導体 用 端子 外部 導体 用 端子 は， JISC 9335-1 の 26. による。 

27. 接地 接続の 手段 接地 接続の 手段 は， JISC 9335-1 の 27. による。 

28. ねじ 及び 接続 ねじ 及び 接続 は， JISC 9335-1 の 28. による。 

29. 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 は， J1SC 9335-1 の 29. による ほ 

か 次に よる。 ただし， 29.2 は， この 規格に よる。 
29.2 JISC9335-1 の 29.2 による ほ 力、， 次に よる。 

マイクロ 環境 は 汚損 度 3 とし， 絶縁 物 は CTI 力り 50 以上で なければ ならない。 ただし， 絶縁 物 力 《機器の 
通常 使用 中 に 次の 汚染に さらされる ことがない ように 囲まれて いる 力、， 又は 配置され ている 場合 を 除く。 
一 機^に より 発生す る 結露 
― 洗剤 又は リンス 剤の ような 化学物質 

30. 耐熱性 及び 耐火性 耐熱性 及び 耐火性 は， JISC 9335-1 の 30. による。 ただし， 30.2 は， この 規格に よ 

る。 

30.2 J1SC9335-1 の 30.2 による ほ 力、， 次に よる。 

プログラム 又は タイマ一 を 組み込んで いる 機器に 対して は， 30 丄 3 を 適用す る。 その他の 機器に 対して 
は， 30.2.2 を 適用す る。 

國 耐 腐食 性 耐 腐食 性 は， よ IS C 9335-1 の 31. による。 

32. 放射線， 毒性 その他 これに 類す る 危険性 放射線， 毒性 その他 これに 類す る 危険性 は， JIS C 9335-1 

の 32. による。 



^ゆ 幟^に より 魉 断での， 製， ，戦 等 は 禁止され ております。 
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附属 書 

JISC 9335-1 の 附属 書 A 〜附属 書 O 及び 附属 書 1 による ほか， 次に よる。 



附属 書 AA (規定） 洗剤 及び リンス 剤 

AA.1 洗剤 洗剤の 組成 は， 次のと おりと する。 



構成要素 


質量に よる 割合 ％ 


ペン 夕 一三 燐酸 ナ トリウム （トリ ポ リ ） Thermpos NW 


50,00 


メタ シリカ一 卜 ナトリウム KO (無水） 


40.00 


硫酸 ナ トリウム （無水） 


5.75 


ナトリウム ジ クロ イソ シァ ンニ 水化物 CDB56 粗 


2.25 


Plurafac RA43 ,} 


2.00 



Phirafe C RA43 は， シリカ ート （硅酸 塩） 及び 硫化物と 完全に 混合す る。 ナトリウム ジ クロ イソ シァ ニン 
二 水化物 は， 燐酸 エステルに 混合す る。 また， この 二つ は 完全に 混合す る。 

備考 1. 洗剤 は lkg 程度の 量で， 防水 袋に 入れて 冷たい 雰囲気の 中で 貯蔵し， 3 か 月 以内に 使用す ベ 

きで ある。 

2. 洗剤の 組成 は， IEC 60436 からの 抜粋で ある。 



リンス 剤の 組成 は， 次のと おりと する。 


構成要素 


質量に よる 割合 % 


Plurafac LF 22 画 


15.0 


スル ホン 酸 Cumene (40 % 溶液） 


1 1.5 


クェン 酸 （無水） 


3.0 


脱 イオン化 水 


70.5 



リンス 剤 は， 次の 特性 を もっている。 

，粘度 17mPa-s 

• pH 22 (水に 1 % 入れた 場合） 
備考 1. 市販の リンス 剤 を 使用しても よい 力、 試験 結果に 疑義が ある 場合 は， この 組成 を 使用す る こ 

と。 

2, リンス 剤の 組成 は， IEC 60436 からの 抜粋で ある。 



1) Plumfe C RA43 は， BASF から 提供され た 製品の 商品名で ある。 この 情幸艮 は， 国際規格の 使用者の 簡 

便 性の た め に 提供され， こ の 製品の iec による 承認 は されて い ない。 

2) Plurafac LF 221 は， BASF から 提供され た 製品の 商品名で ある。 この 情報 は， 国際規格の 使用者の 簡 
便 性の た めに 提供され， この 製品の IEC 及び JiS による 承認 はされ ていない。 



著作権法 により 無断での 複製， 載 等 は 禁止され ております。 
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附属 書 BB (規定） エラス トマ 製 部品の 劣化 試験 

エラス トマ 製 部品の 劣化 試験 は， 高い 温度で 洗剤 及びす すぎ 剤 溶液に 浸せき する 前後に， それらの 硬度 
及び H 量 を 測定す る ことによって 実施す る。 

試験 は， 各部 品の 3 個 以上の サンプルで 実施す る。 サンプル 及び 試験 手順 は， ISO 1817 に 規定した とお 
りと する 力、 次の 修正 を 考慮す る。 

4. 試験 溶液 二つの 試験 溶液が 使用され る。 

一 一方の 液体 は 蒸留水 lk 当たり， 附属 書 AA に 規定した 洗剤 6g を 溶かす ことによって 得られる。 
- 他の 液体 は 蒸留水 lk 当たり， 附属 書 AA に 規定した リンス 剤 0.6 ml で 構成す る。 
備考 浸せき した 試験 片の全 質量が 溶液 1 [^に対して， 100g を 超えない こと を 確実に 行う よ う に 留意す 
る。 試験 中， 試験 片を 直接 光に さらさない。 異なる コン パウンドの 試験 片を， 同一の 溶液 中に 同 
時に 浸せき しない。 

5. 試験 片 

5.4 試験 片の 状態 調節 温度 は 23±2 °C 及び 相対 温度 は （50±5)% である。 

6. 試験 溶液への 浸せき ' 

6.1 温度 溶液 は， 試験 片を 浸せき した 状態で， I 時間 以内に 温度 75^ °C まで 加熱し， この 値に 保持す 
る。 溶液 は 24 時間 ごとに 更新し， 同様に 加熱す る。 

備考 溶液の 不当な 蒸発 を 回避す るた めに， 溶液の 更新に 対して は， 開回路 システム 又は 類似の 方法 を 
使用す る こと を 推奨す る。 
6.2 期間 試験 片は， 総合 計で 48 +i 時間 浸せき する。 

それから 直ちに 試験 片は， 周囲 温度に 保持した 新しい 溶液 中に 浸せき する。 試験 片は， 45±15 分 浸せき 
する。 

溶液から 取り出した 後， 試験 片は 15 士 5 °C で 冷水 中です すぎ， それから 吸い取り紙で 乾かす。 

7. 手順 

7.2 質量 変化 試験 片の 質量の 増加 は， 浸せき の 前に 測定した 値の 10% を 超えて はならない。 
7.6 硬度 変化 マイクロ 硬度 試験 を 適用す る。 

試験 片の 硬度 は， 8IRHD を 超えて 変化して いて はならない。 それらの 表面 は， 粘着 質に なって はならず， 
裸眼で 見える クラ ッ ク 又は その他の 劣化が あって はならない。 



お 作搁 法に 1 1 無 I お i での 複 'H， は^ 止されて お り ます。 



附属 書 1 (参考） JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 



JIS C 9335-2-5 ： 2004 家庭 用 及び こ れに 類す る 電気機器の 安全性— 


1EC 60335-2-5 ： 2002 Household and similar electrical appliances ― Saiety ― 


第 2-5 部： 


電気 食器 洗 機の 個別 要求 事項 








Part 2-5 : Paticular requirements for dishwashers 


(I)JIS の 規定 


■ 国際 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 


(V) JIS と 国 sat 各との 技術的 差異の 理由 






規格 番号 






の 項目 ご との 評価 及び そ の 内容 


及び 今後の ぜ策 












表示 箇所 


： 本体 














表示 方法 


： 点線の 下線 




項目 


内容 




項目 


内容 


項 目 ご と 


技術的 差異の 内容 




番号 






番号 




の 評価 






1. 適用 範 


定格 電圧が 単相 250 V 以下， 


IEC 




■ に 同 じ 


IDT 


一 




囲 


その他 480 V 以下の 家庭 用 
食器 洗い 機の 安全性 


60335-2-5 












2. 引 用 


本文で 引用され る 規格 ISO 


IEC 




JIS に 同じ 


IDT 






規格 


1817， ISO 4046 


60335-2-5 












3. 定義 


通常 動作の 定義 




つ 


JIS に 同 じ 


MOD/ 削除 


JIS は， 標準 食器 を規 


IEC で 規定され た 食器で は 日本の 生 f 舌 




食器の 数， 水温 






ただし， 標準 食器が IEC 
60436 に 規定され る。 




定 していない。 


習慣に 合わない （茶碗の 使用な ど）。 


4. 一般 


安全の 原則 


IEC 


4 


JIS に 同 じ 


IDT 






要求 事項 




60335-2-5 












5. 試験の 


試験 順序な ど 


IEC 




國 に 同 じ 


IDT 






ための 一 




60335-2-5 












般 条件 
















6. 分類 


6.1 


IEC 


6 


6.1 


MOD/ 追加 


疆 は， クラス 01 機器 


クラス 01 機器の 扱い は， 日本 配電 事情 




感電に 対する 保護 分類に つ 


60335-2-5 




感電に 対する 保護 分類 




を 認めた。 


(コンセントに アースな し） による。 




いて， クラス 01 以上 を 要求 






について， クラス I 以上 










6.2 






を 要求 










水 切 り 板 上に 置く 機器 は 






6.2 










1PX1 以上 を 要求 






■ に 同 じ 
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*3micf い ■ ■ ^ss^ ^ t.LT ^ t T。 



( I ) JIS の 規定 


(II) 国際 

+FI 4-^7 口 

規格 番^ ■ 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 

の 項目 ご と の 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と 国際規格との 技術的 差異の 理由 
及 ひ 今後の)^ 


項目 

おう- 


内容 


項目 

^TL 口 

* 可 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


7. 表示 
及び 取扱 
説明 


Off 位置の 表示， 最大 食器 数 
な どの 取扱説明書 及び 水道 
に 直接 接続す る 機器に 関す 

力 、、ふ ： 二 


IEC60335 
-2-5 


7 


■ に 同 じ 

ただし， OFF 位置が 文字 
だけで 示される 場合 は， 
off の g 台 を 使わな けれ 
ばなら ない。 


MOD/ 追加 


■ では， "off" に 力 n 
えて "切" の 使用が で 
■ 


日本語の 表示 を 認めた。 


8. 充電 
部への 接 

近に 対す 

ブ /□ ^tii 
な fefe 


試験 指 及び テス ト ピンに よ 
る 検査 


IEC 

60335-2-5 


8 


J IS に 同. じ 


1DT 


—— 




9. モ 一 
タ驱崩 戌 

器の 始動 


適用し ない 


IEC 

60335-2-5 


9 


國 に 同じ 


IDT 


- 




10. 入力 

及び 電流 


定格 入力 又 は 定格 電流 の 表 
示 値， 測定値の 許容 差 及び 測 
定 する 行程 


IEC 

60335-2-5 


10 


國 に 同 じ 


IDT 


- 




11. 温度 
上昇 


設置 条件， 試, 験 時間， 温度 測 
定 箇所 を 規定 


IEC 

60335-2-5 


11 


■ に 同 じ 


IDT 






12. 欠如 


規定な し 


IEC 

60335-2-5 


12 


■ に 同 じ 


IDT 


― 




13. 動 作 

温度での 
漏え ぃ電 
流 及び 耐 
電圧 


運転 状態に おける 漏え ぃ電 
流 及び 耐 電圧 試験 


IEC 

60335-2-5 


13 


國 に 同じ 


1DT 






14. 過渡 

過 電圧 


空間 距離の 既定値 を 満たさ 
ない 箇所に 対する ィ ン パル 
ス 試験に よる 代替え 試験 


IEC 

60335-2-5 


14 


國 に 同じ 


IDT 







〇 9335-2-5 ： 200仁 



^i^^^ 0i3 さ i にお， sijsc^.lh^tLT お 2—。 



■) JIS の 規定 


(II) 国際 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 


(V) JIS と 国 KSf 各との 技術的 差異の 理由 






規格 番号 






の 項目 ご と の 評価 及び その 内容 


及び 今後の 文 f 策 












表示 箇所 


： 本体 














表示 方法 


： 点線の 下線 




項目 


内容 




項目 


内容 


項 目 ご と 


技術的 差異の 内容 




番号 






番号 




の 評価 






15. 耐 湿 


IP 試験， いつ （溢） 水 試験 


IEC 


15 


國 に 同じ 


MOD/ 追加 


JIS では 洗剤の 量が 


日本の 水質， 水温， 水量が IEC の 想定 


性 


及び 耐湿 試験 


60335-2-5 




ただし， いつ 水 試験の 洗 
剤の 使用量 を 5g/L に統 

一。 




取扱説明書に 記載 さ 
れ ている 場合 は， その 
量 を 使用す る こ と と 

した。 


と 異なる ため 通常 使用 される 洗剤の 種 
類が 附属 書 AA と は 異なる。 このため， 
日本国内 の 市販 洗剤 を 使用す る 場合 
は， 取扳 説明書に 記載され た 量と する 
ことと した。 （IEC も 附属 書 AA 以外の 
洗剤 を 使用す る こ と は 認めて いる。） 


16. 漏え 


耐湿 試験 後の 絶縁 性の 評価 


IEC 


16 


國 に 同じ 


IDT 


― 




い 電流 及 




60335-2-5 












び耐 電圧 
















17. 変圧 


変圧器が 過 負荷 又は 短絡 状 


IEC 


17 


國 に 同じ 


IDT 


- 




器 及び そ 


態 を 模擬した 温度 試験 


60335-2-5 












の 関連 回 
















路の過 負 
















荷 保護 
















18. 耐久 


適用し ない 


IEC 


18 


國 に 同じ 


IDT 


― 




性 




60335-2-5 












19. 異常 


放熱 制限， モータ 拘束， 電子 


IEC 


19 


國 に 同じ 


IDT 






運転 


部品の 故障 及び プログラム 

故障 等 . 


60335-2-5 












20. 安定 


安定性 及び インター ロック 


IEC 


20 


國 に 同じ 


MOD/ 削除 


J IS は， 試験 用 標準 食 


IEC で 規定され た 食器で は， 日本の 生 


性 及び 機 




60335-2-5 




ただし， 試お 用 標準 食器 




器 を 規定して いない。 


活 習慣に 合わない （茶碗の 使用な ど）。 


械的 危険 








が IEC 60436 に 規定 さ 

れる。 




(3.1.9 項 を 引用） 




21. 核 械 


イン パク ト ハンマー 試, 験 


IEC 


21 


■ に 同じ 


IDT 






的 強度 




60335-2-5 












22. 構造 


構造 一般， 水圧 試験 及び 電熱 
素子に 接触す る 刃物に 対す 
る 危険な ど。 


IEC 

60335-2-5 


22 


國 に 同 じ 


IDT 
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^^in^ ^s^$ J: ils^si^.ll: ゆ^ t お ^T。 



( I ) JIS の 規定 


(II) 国際 

規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) J1S と 国際規格 と の 技術的 差異 

の 項 目 ごとの 評価 及 び そ の 内 容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と 国 読 格との 技術的 差異の 理由 

及び 今後の 対策 


項目 

番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


23. 内部 

配線 


内部 配線の 屈曲 （100 000 

回）， 耐 電圧 及び ホース 内の 
内部 配線な ど 


1EC 

60335-2-5 


23 


國 に 同じ 


IDT 






24. 部品 


プログラマの 開閉 回数 は， 3 
000 回 


IEC 

60335-2-5 


24 


JIS に 同 じ 


TDT 






25. 電源 
接続 及び 
外部 可と 
う コード 


電源 コードの 種類， 断面 積な 

ど 


IEC 

60335-2-5 


25 


JIS に 同じ 


IDT 






26. 外部 
導体 用 端 
子 


端子ね じの 緩み 防止， 端子ね 
じの 大きさな ど 


IEC 

60335-2-5 


26 


國 に 同じ 


IDT 


― 




27. ァー 

ス 接続の 
手段 


アース 線の 緩み 防止， 耐 腐食 
性， アース 導通 試' 験な ど 


IEC 

60335-2-5 


27 


■ に 同 じ 


IDT 






28. ねじ 

及び 接続 


ねじの 耐久性， 種類， 緩み 止 
めな ど 


IEC 

60335-2-5 


28 


國 に 同 じ 


IDT 






29. 空間 
距離， 沿 
面 距離 及 
び 固体 絶 

縁 


空間 距離， 沿 面 距離， 固体 絶 

S の 厚さ 

汚損 度 3 及び CTI250 以上 を 
要求 


IEC 

60335-2-5 


29 


JIS に 同じ 


IDT 


- 




30， 耐熱 
性 及び 耐 
火 性 


ボール プ レツ シャ 試験， グロ 
—ワイヤ 試験， ニー ドノ レフ レ 

—ム fftU L 


1EC 

60335-2-5 


30 


JIS に 同じ 


IDT 






31. 耐 腐 

食 性 


腐食に 対する 保護 対策 


1EC 

60335-2-5 


31 


國 に 同じ 


IDT 
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(I) JIS の 規定 


(II) 国際 

規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 

の 項 目 ごとの 評価 及 び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) jis と 国 格との 技術的 差異の 理由 

及び 今後の 職 


項目 
番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


32. 放 射 
線， 毒性 
その他 こ 
れに 類す 
る 危険性 


特に 規定な し 


IEC 

60335-2-5 


32 


JIS に 同 じ 


1DT 






附属 書 


JIS C 9335-1 による 


IEC 

60335-2-5 


附属 書 


JIS に 同じ 


IDT 






附 属 書 
AA 


洗剤 及び リ ンス剤 


IEC 

60335-2-5 


附属 書 
AA 


JIS に 同じ 


IDT 




技術的 差異 はない が， 特定の 商品 を 承 

認 していない 注意 は JIS も 同様で ある 

こと を 追加 


附 属 書 
BB 


エラス トマ 製 部品の 劣化 試 
験 


IEC 

60335-2-5 


附属 書 
BB 


JIS に 同じ . 


IDT 







JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 ： MOD 



備考 1. 項目 ごとの 評価 欄の 記号の 意味 は， 次のと おりで ある。 
一 IDT 技術的 差異がない。 

一 MOD/ 追加 国際規格 にない 規定 項目 又は 規定 内容 を 追加して いる。 

一 MOD/ 削除 国際規格の 規定 内容 を 削除して いる。 

2, J1S と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 欄の 記号の 意味 は， 次のと おりで ある。 
一 MOD 国際規格 を 修正して いる。 
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誠 flfsic J; ^f4ss, き is^i^.. 一 kwtlT せ WTO 
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参考 規格 

参考 規格 は， J1SC 9335-1 の 参考 規格に よる ほか， 次に よる。 

JISC 9335-2-58 家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 第 2-58 部 ： 業務 用の 電気 食器 洗浄 機の 個 

別 要求 事項 

IE し 60436 Methods for measuring the Denormance ot electric dishwashers 

IEC 61770 Electric appliances connected to the water mains — Avoidance oi bacKsiphonage and failure of 

hose sets 



著作権法 によ り 無断での 複製， 戰等は 禁止され ており ます。 
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JISC 9335-2-5： 2004 

家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 
第 2-5 部 ： 電気 食器 洗 機の 個別 要求 事項 

解 説 



この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定 • 記載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 
規格の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集， 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団 法 
人 日 本 規格 協会へ お願いし ま す。 

1. 改正の 趣旨 旧規 格 は， 1993 年に 第 4 版と して 発行され た IEC 60335-2-5: 1993， Household and similar 
electrical appliances ― Safety ― Part 2-5 : Particular requirements for dishwashers を兀に f'F 成 し た SI 格で め つ 7 こ。 
その後， IEC60335-2-5 が 2002 年に 第 6 版と して 発行され た。 そこで， この 規格 を， IEC 規格に 整合 させ 

るた めに 改正 を 行った。 

2. 改正の 経緯 この 規格 は， 電気 食器 洗 機と して 国際的に 広く 用いられ ており， 日本と しても 対応す る 
1EC 規格の 改正に 合わせて， 可能な 限り 早く 改正す る ことが 望まれて いる。 今回の 改正 も， 国際的な 動き 
に 合わせて いる。 

3. 適用 範囲 この 規格の 適用 範囲 は， 家庭 用 及び これに 類す る ものと なって いる 力、 店舗， 厨房， 農業， 
サービス 業な どに 用いる もの も 含まれる。 また， この 規格 は， 制定 後に 電気 用品 安全 法の 技術 基準 省令 第 
2 項への 採用 を 前提と している。 

4. 規定 項目の 内容 この 規格 は 原則として， 元と なる 1EC 60335-2- 5 に 整合して いる。 規定 項目 は 次のと 

おりで ある。 

一 感電に 対する 保護 及び 有害な 水の 浸入に 対する 保護 分類 

- 本体 表示 及び 取扱説明書 

一 充電 部への 接近に 対する 保護 

一 定格 入力 又は 定格 電流の 許容 差 

- 通常 使用 状態での 温度 上昇限度 

一 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 

一 過渡 過 電圧 

- 耐湿性 

- 漏え い 電流 及び 耐 電圧 

― 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 

― 異常 運転 

解 1 

著作権法 により 無断での fed, 転載 等 は 禁止され てお ります。 
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一 安定性 及び 機械的 危険 
一 機械的 強度 
一 構造 一般 

一 内部 配線に 関する 規定 
一 部品の 取扱い 

一 電源 接続 及び 外部 可 とう コード 
一 外部 導体 用 端子 
― 接地に 関する 規定 
一 ねじ 及び 接続 

一 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 
一 耐熱性 及び 耐火性 

5. 原案 作成 委員会の 構成 表 原案 作成 委員会の 構成 表 は， 次に よる。 

第 59/61 小委員会 構成 表 



解 2 



(委員長） 



(WG-1 代表) 
(WG-2 代表) 
(WG-3 代表) 



所属 

東京大学 大学院 新 領域 創 成 科学 研究科 

財団法人 電気 安全 環境 研究所 

財団法人 日本 品質保証 機構 

'独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 

社団法人 日本 電気 協会 

国民生活 センター 

財団法人 日本 消費者 協会 

全国 地域 婦人 団体 連絡 協議会 

消費 科学 連合会 

社団法人 日本 厨房 工業 会 

日本 自動販売機 工業 会 

日本 暖房 機器 工業 会 

社団法人 日本 ホームへ ルス 機器 工業 会 

社団法人 日 本 冷凍 空調 工業 会 

社団法人 日本 ガス 石油 機器 工業 会 

社団法人 電子 情報技術 産業 協会 

三洋 電機 株式会社 

シャープ 株式会社 

株式会社 東芝 

日立 ホーム & ライフ ソ リ ユー シ ヨン 株式 会 
社 

松下電器 産業 株式会社 

松下電器 産業 株式会社 

松下電工 株式会社 

三菱 電機 株式会社 

財団法人 電気 安全 璟境 研究所 

松下電器 産業 株式会社 

松 下 冷 機 株式会社 



之 長 次 均 功 環 一 代 美 三 夫 英武 史巳 傑昭 友. 之 一 

「 千 須 

ば 博英. 秋 文 三 真 省文隆 浩昭 秀 孝啓昭 

崎澤木 井井 田. 藤 野 賀田瀬 田 田 田 山 合 原 實崎衡 

木々 、士心 

大八佐 浅 浅 鎌 伊中 山 岡 柳 鴨 半 高 丸 河 藤 松 山 仁 



功夫 二 史博宏 穎 

安輝 禎雄政 聖 

田 本 井野 藤 木 

青 島 石 松 佐佐秦 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され てお り ます。 
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東芝 キャリア 株式会社 
日立 ェ機 株式会社 
経済 産業 省 
経済 産業 省 
経済 産業 省 

社団法人 日本 電機 工業 会 
社団法人 日本 電機 工業 会 



電気洗濯機 技術 専門 委員会 構成 表 

氏名 所属 
伊 藤 眞 純 株式会社 東芝 

千 住 良 孝 パナソ ニック コミュニケーション ズ 株式 会 
社 

三洋 電機 株式会社 
シャープ 株式会社 
日本 建鐵 株式会社 

日立 ホーム & ライ フ ソ リュー シ ヨン 株式 会 
社 

日立 ホーム & ライフ ソ リ ユー シ ヨン 株式 会 
社 

松下電器 産業 株式会社 
三菱 電機 株式会社 
社団法人 日本 電機 工業 会 



電気洗濯機 分科会 構成 表 

所属 

松下電器 産業 株式会社 
松下電器 産業 株式会社 
株式会社 東芝 

日立 ホーム & ライフ ソリ ユー シ ヨン 株式 会 
社 

三洋 電機 株式会社 
シャープ 株式会社 
三菱 電機 株式会社 
財団法人 日本 品質保証 機構 
財団法人 電機 安全 環境 研究所 
財団法人 電機 安全 環境 研究所 
社団法人 日本 電機 工業 会 



明徳 夫 俊 紀男純 

紀 

ロ隹き uj .V ロ隹 

禾ザ法 丑ブ不 牙 

山 橋 野 井村 田 子 

神 高 平 萬 中柴徑 



克明 彦見 恭 裕史之 

正 浩則高 年 正浩 

重 田 川 山 野 口田 形 

森 詠 石 小 釜 谷 長 山 



名 渾 

氏 * 



夫 宏司幸 

■ 和 



本木 屋野 

島 佐 伏 矢 



之 功文 次 博吉之 

正 浩秋 正淳浩 

勢 本 辺 木 藤 谷 形 

伊松 浦 佐 佐 住 山 



解 



著作権法 により 無断での〗 ， 載 等 は 禁止され ております。 
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白 紙 



解 4 



著作権法 により 無断での 複製， ^載 等 は 禁止され ており ます。 



女内 ^についての お 問合せ は， IS, 部 へ FAX «FAX(D3)3405-5541 TEL(03)5770-1573] 

で ご連絡く ださい。 
★JIS 規格 票の 正誤 票が 発行され た^ 合 は， 次の^ 領でご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の W 刊誌" ^準 化 ジャーナル" に， 正 ，誠の 内容 を 掲載いた します。 

(2) 原則として 毎月 第 3 火曜日に， "曰 經産萊 新聞" 及び "日刊 ェ桀 新聞" の J1S 発行の 広告 (U! 
で， 正^^が 発行 された JIS 規格 番号 及 び 規格の 名称 をお 知らせい たします。 

なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている 部 H で 正^? f が 発行され た^ 合， 自動 
的に お送りい たします。 

★JIS 規格^の ご注文 は， ^及' K ，部 力 ス夕 マ一 サービス;^ [TEL(03)3583-8002 FAX(03)3583-0462] 

又は 下記の 当 協会 各 支部に おきましても ご注文 を^って おり ますので， お 申込みく ださい。 



JISC 9335-2-5 
家庭 用 及び これに 類 する 電ぉ 機器の 安全性 一 

^ 2^5 ag ： ^ぉ^ 器 洗饯の (w 別 要求 ヤ项 

^成 16 年 2 月 20 日 あ 1 行 

* まお 吾 • • 

S rr 所 

財団法人 日本規格協会 

〒 10 7 -8 お *ぉ( 都^ 区 赤 坂 4 丁目 卜 2 《 



札幌 支部 


〒漏 柳 3 


札幌 山' 屮尖区 北 3 条^ 3 丁目 1 札幌 人!" i 生命 ビル 内 
TEL(0H >261 -0045 FA X (OH )22 1 -4020 
ikH ： 02760-7-4351 


東北 支部 


〒秦 -00 14 


仙^ 巾' 青葉 区一 番町 2 丁目 5-22 GE ェジソ ン ビル 仙 台 内 
TE し （022)227-8336<代^) FAX (022)266-0905 
n ！ 02200-4-S166 


名古虔 支部 


〒460~0 觀 


名 古 市中 区栄 2 丁目 6-1 白 川 ビル 別館 内 
TEL(052)22 卜 8316( 代^) FAX (052)203-1806 
K 蓄 ： OO8O0-2-232S3 


閱 西支郎 


〒54 卜 0053 


大阪市 中 夬区本 町 3 丁目 4-10 本 町野忖 ビル 内 
TEL(W>6261-S0JWH 代お） FAX (06)6261-9114 
おお ： 00910-2-2636 


広 島 支部 


〒 730-00 H 


広 u k 町 5 -44 ，ム ims^, m ビ ル 内 

TEL (0«2)22 1-7023,7035,7036 FAX (082)223-7565 
ぉ辦 ： 0I340-9-W79 


四国 支 » 


〒 760-0023 


高 松 巿寿町 2 丁目 2-10 JPR» 松 ビル 内 
TEL (087)K21 -7851 FAX (087)82 
&く H ： 016SO-2-3359 


褪岡 支部 


〒8 12-0025 


ffl 岡巿 W 多 区 店捃町 1-31 楚束 生命 S3 岡 ビル 内 
TEL (092)282-90«0 FAX (092)2 8 Z-91 1 8 
{R 替 ： 01 790-5-21632 
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